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1. 総論

1.1 はじめに 

1995 年度電気関係学会東海支部でのシンポジウム「S1. 

用途志向形電動機の開発と現状」の全体概論によれば，用途

指向形モータ(Application-Specific Electric Motors : ASEM)と

は，「モータの構造や機構そのものを変えて，機械あるいは

機構の要求性能を実現させるいわば“ハード”的なアプロー

チの考え方に基づいたモータ」と定義されている（1）。同シ

ンポジウムでは，誘導モータを用いた電動機一体型ピスト

ンポンプ，狭軌鉄道の高速化に対応するアウターロータ形

ブラシレス DC モータ，電気自動車用相反モータ，表面磁石

形同期モータ(SPMSM)を用いた HDD 用モータ，ビデオカメ

ラ用ブラシレス DC モータ，誘導子歯を持つ搬送用大推力

リニアモータと医用小形リニアパルスモータがその具体例

に取り上げられ，対象機械あるいは機構部とモータトルク

発生機構の一体化によりダウンサイジング，高効率，高機能

化した実例が紹介されている。 

先のシンポジウムから二十数年，現在に至るまで電磁構

造にとどまらず材料，設計，製造，制御技術など，あらゆる

技術領域でモータの性能向上に向けての取り組みが行わ

れ，用途指向形モータの適用範囲が拡大した。その代表格

は，埋込磁石形同期モータに代表されるリラクタンストル

ク応用電動機である。その技術変遷は，1994 年から 2012 年

まで用途指向形モータとリラクタンストルク応用電動機を

キーワードとする電気学会調査専門委員会の調査活動をま

とめた技術報告に，その詳細を見ることができる(2)~(8)。 

さらに 2012 年からは歴代委員会の活動を受けて，次世代

のモータ像を模索，調査することを目的に，｢用途指向形次 

世代モータ調査専門委員会｣（2012 年 10 月~2014 年 9 月），

｢用途指向形次世代モータと支援要素技術調査専門委員会｣

（2014 年 10 月~2016 年 9 月）が設置された。調査の結果，

運転範囲の拡大と高効率化の両立に対し，リラクタンスト

ルクを主にあるいは補助的に利用したモータでの可変磁力

化などに加えて，三次元空間を有効活用する新しいモータ

構造の提案が増加しており，それらを実現するための磁性

材料，制御・製造・評価技術の研究開発が進展していること

が確認できた。 

これらの調査結果を受けて 2016 年 10 月より， 

 モータの種類や用途に応じて特化開発された固有技術

の進歩と同モータの高性能化との関連調査

 リラクタンストルク応用電動機では，近年，機電一体に

よって高いレベルで省資源・省エネ化を達成した実用

例が報告されており，その開発環境，特徴，一体化によ

る効果等の調査

を目的として，新たに「用途指向形次世代モータの技術動向

調査専門委員会」を立ち上げ，調査活動を行なってきた。本

技術報告では，2 年半の活動で得られた用途指向形次世代モ

ータの更なる進化と機電一体化技術動向に焦点をあて，こ

れまでの技術の流れと最近の動向を紹介する。 

1.2 用途指向形次世代モータと用途別機電一体化 

技術 

図 1.1 は，用途指向形モータの開発が活発化した 1990 年

代から今日までの関係する社会動向，製品，モータ研究の流

れと機電一体化の動向をまとめた図である。自動車主機・補

機をはじめ，エアコンや掃除機などの家電製品に至るまで，

インバータ駆動回路，減速機やファンなどの機構部品とモ

ータの一体化，機電一体化が進められ，小型・軽量化さらに

図 1.1 用途指向形モータの開発動向 

Fig.1.1. Trend of Application Specific Electric Motor 
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